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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や、雇用環境の改善が続く中で緩やかな回復

基調が続きました。一方で原油価格の低下によるエネルギーコスト低下は企業収益のプラス要因ですが、円高・株

安の進行による企業収益下振れの懸念や輸出が弱含みで推移しており、海外では中国を始めとするアジア新興国等

の景気減速や英国のＥＵ離脱問題の影響及び世界的な政情の緊迫化等による先行き不透明感が根強く残っていま

す。 

 このような経済状況の下で、当社グループは、生産性の向上に取組み原価低減を図り収益性向上に努めました。

主力取引業界である自動車、建設機械、産業工作機械の中で、建設機械は引き続き低調に推移したものの、自動車

部品関連受注、産業工作機械関連受注が堅調に推移したため、売上は前年同四半期連結累計期間と比較して増収と

なりました。また、ガス・電力費等の製造コストが低下し、経費の削減に努めたものの、平成27年12月より稼働を

始めた㈱オーネックステックセンターにおいては、工場消耗品や減価償却費等の経費負担が大きく営業赤字を計上

したため、前年同四半期連結累計期間と比較して減益となりました。 

 こうした事業活動の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,317百万円（前年同四半期比4.5%増）、営業

利益は51百万円（前年同四半期比48.2%減）、経常利益は52百万円（前年同四半期比48.2%減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は16百万円（同75.7%減）となりました。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①金属熱処理加工事業 

 金属熱処理業界においては、主力取引業界である自動車関連需要及び産業工作機械の受注は堅調に推移し売上は

増加したものの、建設機械は世界経済の減速等により減少しました。 

 一方でガス、電気料金が低下し、生産性の向上及び人件費、諸経費削減に取り組み全力で収益の確保に努めまし

たが、近畿、東海、北陸を事業拠点とする目的で設立、操業開始した子会社㈱オーネックステックセンターが営業

赤字を計上しているため、売上高は増加したものの、セグメント利益は減収となりました。 

 これらの結果、売上高は1,176百万円（前年同四半期比4.7%増）、セグメント利益は32百万円（前年同四半期比

60.9%減）となりました。 

 

②運送事業 

 運送事業につきましては、平成28年３月に三重営業所を開設したこと及び機械などの重量物の搬送取り扱いが安

定していたため、売上は堅調推移しました。また、軽油価格の低下、傭車（外注）便を活用すると共に、運行管理

の徹底、配車の効率化及びエコドライブによる燃費の削減などに努めました。 

 これらの結果、売上高は141百万円（前年同四半期比2.8%増）、セグメント利益は11百万円（前年同四半期比

15.4%増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 資産合計は、前連結会計年度末と比較して888百万円増加し、10,041百万円となりました。これは主に現金及び

預金が974百万円増加したことなどによるものです。 

（負債） 

 負債合計は、前連結会計年度末と比較して889百万円増加し、4,884百万円となりました。これは主に長期借入金

が844百万円増加したことなどによるものです。 

（純資産） 

 純資産合計は、当第１四半期連結会計期間末は5,156百万円（前連結会計年度末は5,157百万円）となりました。

これは主に、その他有価証券評価差額金が15百万円増加したものの利益剰余金が16百万円減少したことなどによる

ものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年６月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成28年８月10日に公表い

たしました業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１ 

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年６月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,354,423 2,328,486 

受取手形及び売掛金 1,354,674 1,253,350 

電子記録債権 410,516 457,865 

製品 10,580 13,214 

仕掛品 38,842 24,096 

原材料及び貯蔵品 80,341 79,304 

繰延税金資産 14,508 30,645 

その他 234,027 105,180 

流動資産合計 3,497,915 4,292,144 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,387,092 1,375,309 

機械装置及び運搬具（純額） 1,083,748 1,093,839 

土地 2,275,851 2,275,851 

リース資産（純額） 141,993 136,796 

建設仮勘定 11,678 － 

その他（純額） 149,874 251,927 

有形固定資産合計 5,050,237 5,133,724 

無形固定資産 66,053 56,974 

投資その他の資産    

投資有価証券 201,057 226,024 

繰延税金資産 210,333 205,484 

その他 119,659 119,822 

投資その他の資産合計 531,050 551,331 

固定資産合計 5,647,340 5,742,030 

繰延資産 7,301 6,870 

資産合計 9,152,557 10,041,044 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年６月30日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 157,985 170,240 

電子記録債務 190,308 172,694 

短期借入金 448,567 580,536 

1年内償還予定の社債 65,000 55,000 

未払金 181,647 132,674 

未払費用 245,748 234,376 

未払法人税等 76,513 65,794 

賞与引当金 19,621 75,414 

その他 250,782 212,040 

流動負債合計 1,636,175 1,698,770 

固定負債    

社債 102,500 75,000 

長期借入金 1,373,438 2,218,037 

退職給付に係る負債 721,403 735,449 

その他 161,895 157,524 

固定負債合計 2,359,236 3,186,010 

負債合計 3,995,411 4,884,781 

純資産の部    

株主資本    

資本金 878,363 878,363 

資本剰余金 713,431 713,431 

利益剰余金 3,537,067 3,520,443 

自己株式 △5,453 △5,453 

株主資本合計 5,123,408 5,106,784 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 33,737 49,478 

その他の包括利益累計額合計 33,737 49,478 

純資産合計 5,157,145 5,156,263 

負債純資産合計 9,152,557 10,041,044 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 1,259,935 1,317,047 

売上原価 887,634 1,003,811 

売上総利益 372,300 313,236 

販売費及び一般管理費 273,372 261,995 

営業利益 98,927 51,241 

営業外収益    

受取利息 955 723 

受取配当金 656 933 

受取賃貸料 1,975 1,634 

スクラップ収入 2,226 1,043 

その他 2,580 3,430 

営業外収益合計 8,395 7,766 

営業外費用    

支払利息 4,376 4,826 

支払手数料 1,198 1,075 

その他 48 431 

営業外費用合計 5,623 6,333 

経常利益 101,699 52,674 

特別利益    

固定資産売却益 4,327 3,599 

特別利益合計 4,327 3,599 

特別損失    

固定資産除却損 573 52 

特別損失合計 573 52 

税金等調整前四半期純利益 105,453 56,221 

法人税、住民税及び事業税 52,013 58,873 

法人税等調整額 △14,677 △19,194 

法人税等合計 37,336 39,679 

四半期純利益 68,117 16,542 

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,117 16,542 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 68,117 16,542 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △22,390 15,741 

その他の包括利益合計 △22,390 15,741 

四半期包括利益 45,726 32,283 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 45,726 32,283 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年７月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注）２  
金属熱処理 
加工事業 

運送事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,122,695 137,239 1,259,935 － 1,259,935 

セグメント間の内部売上高又は振
替高 

－ 63,182 63,182 △63,182 － 

計 1,122,695 200,422 1,323,118 △63,182 1,259,935 

セグメント利益 82,076 9,554 91,631 7,296 98,927 

（注） １．セグメント利益の調整額7,296千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年７月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注）２  
金属熱処理 
加工事業 

運送事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,176,023 141,024 1,317,047 － 1,317,047 

セグメント間の内部売上高又は振
替高 

－ 69,868 69,868 △69,868 － 

計 1,176,023 210,893 1,386,916 △69,868 1,317,047 

セグメント利益 32,114 11,022 43,136 8,104 51,241 

（注） １．セグメント利益の調整額8,104千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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